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業務報告
昭和59年度廃液・排水処理状況
無機廃液部門
無機廃液の処理は自営開始後6年を経過し，通常の重金属廃液の処理は，センター職員の手によっ
て確実な処理が行われている。しかしながら最近ではフッ素化合物・有機化合物等を含有した重金
属廃液など現在の処理方法では処理が困難な廃液も発生しており，これらの廃液の処理方法につい
て検討を進めている段階である。
　なお，59年度には染料・絵具・顔料等の廃液について当センターで開発した処理方法で試験的な
処理を行い，良好な結果を得ることが出来たが，今後も新しい処理方法の開発を利用者の方々の協
力のもとに進めて行きたいと考えている。
　昭和59年度に当センターに搬入された無機廃液は7，266しであり処理量は11バッチ7，480Zであ
った。無機廃液の部局別発生量，集荷毎部局別持込量及び無機廃液年間処理量とスラッジ発生量は
表1～3及び図1に示す通りである。
　なお図2に主要学部の無機廃液年間発生量の推移を示す。
　　表1　無機廃液年間発生量（昭和59年部局別）
　部局ﾊ 教育 理 医
???
歯
??? ?
工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計
重金属
p　液 180540126 0 3 0 720旦0453801，570105 0 370 560◎599
水　銀
p　液 20 0 275 80 0 0 10 0 3 60 0 0 0 0 448
シアン
p　液 20 0 22 0 0 0 62 8035 0 0 0 0 0 219
計 220540 42380 3 0 792，1254181，630105 0 370560Z266
（単位：L）
一56一
表2　無機廃液集荷毎部局別持込量（昭和59年度）
　昭和59年7月～（59年度上期）
?????????
理 医
???
歯
???
薬 工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計
重金属　　　　　60廃　液
240 20 0 0 02301，240 60 720 90 0 3103003270
崖鍵　・ 0 100 80 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 183
廃礒　・ 0 0 0 0 0 ．42 60 15 0 0 0 0 0 117
計　　　60 240120 80 0 0 2721，300 78 720 90 0 310 300歌570
（単位＝L）
昭和60年1月（59年度下期）
　部。
﨑ﾊ 教育 理 医
???
歯
???
薬 工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計
重金属
p　液
ド120 300106 0 3 0 490805320850 15 0 60 2603329
水　弓
諱@液 20 0 175 0 0 0 10 0 0 60 0 0 0 0 265
シアン
p　液 20 0 22 0 0 0 20 20 20 0 0 0 0 0 102
計 160300 3030 3 0 520825340 91015 0 60 2603，696
（単位：L）
表3　無機廃液年間処理量とスラッジ発生量（昭和59年度）
廃液種別 処　理　期　間 処理量 処理水水質 スラッジ発生量 スラッジ含水量
水　　銀 S59．9．17～9．27 00Z合　　格 127．5　たg 66．3　％
重金属 〃　9．27～10．3 720Z 〃 62．5　緬 54．4　％
〃 〃10．3～10．9 620．己 〃 98．5　た9 66．4　％
〃 〃10．15～10．20630Z 〃 87．0　たg 62．4　％
〃 〃10．22～10．26600君 〃 74．0　たg 63．3　％
〃 〃10．26～11．1700Z 〃 100．0　たg 63．9　％
染　　料 〃12，4～12．5 600Z 〃 46，5　々g 62．6　％
重金属 S60．2．26～3．6850．6 〃 166．0　々g 61．2　％
〃 〃　3．7～3．15 800∠， 〃 125．5　々g 63．2　％
〃 〃　3．18～3．27 630君 〃 111．5　たg 63．0　％
〃　3．28～4，9 630．己 〃 151．0　々g 63．4　％
計 7，480Z ’ノ 1，150　　たg
57　一
教育学部3．0％
農研1．40／o
　　津山
　　　高専環セ　　　7．7　90　5．1
　　％
教養部
22．3％
医1病院11％
教育学部2．7％
理学部
7．4foO
　　　医学部
　　5．9％
無機廃液
　7，　266　L
　5．80／o　　工　学　部
農学部　　　　29．2％
薬学部
10．go／．
農研1．6％
教養部
23．8　90
　　津山　　　　　　　　医学部1・9％
　　　高専　　理学部
環セ　85％　8．2％
　鵠　　　　薬学部
　　　　　　　　　10．990
　　　重金属廃液
　　　　6，599　L
農学部5．8％
工学部
31　90
教育学部4．5％
薬学部2．2％
医）病院
17．9“／o
教養部
13．490
水銀廃液
　448　L
医学部
61．40／o
　　　　　　　教育
　　農学部　　学部
　　　16％　　　9・1％医学部
　　　　　　　　　　10．0％
　　　　　シアン廃液工学部
　　　　　　219　L36・5％　　　　　　　薬学部
　　　　　　　　　　28．30／o
図1　無機廃液年間発生量グラフ（昭和59年度廃液種別）
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図2　主要学部の無機廃液年間発生量の推移
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　　有機廃液部門
　有機廃液処理は技術指導員の方々の指導のもとに，利用者の手によって確実に処理が行われてい
る。
　昭和59年度に処理を行った有機廃液は，可燃性廃液8，010L，難燃性廃液1，450しの計9，460Zで
あった。今年度は可燃性廃液が全学部的に増加し，難燃性廃液は前年度に比べ減少している。
　なお難燃性廃液については昭和59年7月に医学部長よりホルマリン廃液8，200しの処理の依頼が
あったが，有機廃液処理装置で燃焼処理を行った場合には多くの処理日数や莫大な燃料費がかかる
ため，当センターで処理方法の検討を行い，別途昭和60年1月に貯留されている槽での酸化処理を
行った。
　有機廃液年間処理量，有機廃液処理期毎部局別処理量，年聞処理量グラフを表4，5及び図3に
示す。
　図4に主要学部の有機廃液年間発生量の推移を示す。
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表4　有機廃液年間処理量（昭和59年度部局別）
　部局
﨑ﾊ 教育 理 医
???
歯
???
薬 工 農　教養 農研 温研 環境 津山p 計 （参考）T8年度
可燃性
p　液 140700 350 40016 01，9902，620 1，26050 280 0 50 108，010 5，370
難i燃性
p　液 0 200950 0 150 0 0 0 150 0 0 0 0 01，4502，340
計 1409001，300400310 01，990 2，6201，410 50 280 0 50 109，460 7，710
（単位：L）
表5　有機廃液処理期毎部局別処理量（昭和59年度）
昭和59年春三二（59年5～7月）
　部局
﨑ﾊ 教育 理 医
???
歯
???
薬 工 農 教養、 農研 温研 環境 津山p 計
可燃性
p　液 140690170220100 0 9701，480550 20 160 0 0 0 4，500
難i燃性
r液 0 200850 0 50 0 0 0 150 0 0 0 0 0 1，250
計 1408901，020220150 0 9701，480700 20 1600 0 0 5，750
（単位＝L）
昭和59年秋期分（59年11～12月）
＼部局
﨑ﾊ 教育 理 医
??? ? ???
薬 工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計
可燃性
p　液 0 10 180 180 600 1，020 1，140710 30 120 0 50 103，510
難燃性
p　液 0 0 ユ00 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0200
計 0 10 280180160 0 1，020 1，140710 30 120 0 50 103，710
（単位：z）
別途処理（60年1月）
医学部1ホルマリン廃液　8，200L
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図3　有機廃液年間処理量グラフ（昭和59年度廃液種別）
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図4　主要学部の有機廃液年間発生量の推移
　写真廃液は昭和58年度から当センターで受け入れており，昭和59年度に2回目の受け入れを行っ
た。定着廃液については前年度とほぼ同量の受入量であった。この定着廃液は銀を含んでいるため
有価物品として売払処分の予定である。現像廃液については前年度の約2倍の量を受け入れており，
今後も増加すると考えられるので，現在の年1回の受け入れ回数について，今後の推移をみながら
検討したいと考えている。
　また，この現像廃液については当センターで処理方法の検討を行っているが，現在のところ確実
な処理方法がまだ開発できていないため，58年度繰り越し分と合わせて昭和59年9月に1，500Zを
昭和60年6月に1，200Lを業者委託により処理を行った。
　表6に昭和59年度写真廃液年間受入量を示す。
　　表6　昭和59年度写真廃液受入量
育学。 理学部 歯学部 薬学部 工学部 農学部 教養部 農　研 図書館 計
定着廃液 68 108 0 70 180 2 30 3 108 569
現像廃液 371 266 700 34 437 7 56 17 14 　」P，902
計 439 374 700 104 617 9 86 20 122a471
（単位＝L）
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洗浄・生活排水
　暗和59年8月に第皿期排水基幹整備が完了し，西団地合併処理設備，薬学部・農学部の両pH槽及
び水質測定室（P．71写真参照）が新設され，ただちに供用が開始された。これにより津島キャン
パスの洗浄・生活排水の水質監視体制が整ったわけである。しかしながら現在の段階はコンピュー
ターにたとえて言うなら，やっとハードウエアの基礎がそろった状態であり，今後ソフトウエアを
充実させていくことが必要となってくる。例えば，最近琵琶湖など閉鎖水域の富栄養化で問題とな
っている窒素・リンの排水規制が昭和61年7月15日より実施されることとなっているが，当岡山大
学もこの規制が昭和61年7月より適用される。これにそなえ今後の水質監視体制の検討，つまりソ
フトウエアの充実を計って行かなければならない。
1　汚濁負荷量
　　岡山大学津島地区は瀬戸内法により岡山市へ汚濁負荷量・排出水水量を報告しなければならな
　いが，西団地の基幹整備及び水質測定室の完成により，58年度までの暫定的な報告から津島地区
全体の汚濁負荷量の報告が行えるようになった。
　昭和59年度津島地区の汚濁負荷量及び排出水水量を図5に示す。例年通り週変動や長期休暇
　（8月）のための変動が見られるが，平均10kg／日程度の汚濁負荷量で推移している。59年度
は11月の津島祭が中止になったこともあり規制値をオーバーするようなことは無かった。
　なおCOD計による常時計測では1日に約45しの測定廃液が水質測定室（北団地・東団地。西
団地）で発生し，センター職員によりその都度センターまで運ばれている。COD計測には，測
定試薬として硝酸銀を使用するため写真定着廃液と同様に有価物品としての売払処分を昭和59年．
　6月，11月と60年3月の3回行った。（表7）
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図5－1昭和59年度前期汚濁負荷量測定結果
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表7・COD計廃液の発生・処理状況（北団地・東団地・西団地）
年　　　　月 北団地 東団地 西団地 計 貯留量 備　　　　考
3670前年度繰越量
昭和59年4月 416 364 一 780 4，450
5 422 328 一 750 5，200
6 572 453 一 1，025 1，425売り払い4800君
7 511 474 一 985 2，410
8 443 417 ｝ 860 3，270
9 481 423 4261，330 4600
10 433 420 4471，300 5，900
11 520 498 5121，530 1，430売り払い昼000君
12 453 442 455 1，350 2，780
昭和60年1月 426 420 4541，300 4，080
2 426 426 4681，320 5，400
3 455 447 498 1，400 1，800売り払い5000Z
（単位：L）
2　pH及び導電率異常について
　　薬学部，農学部の両pH槽の完成により，自然科学系5学部のpH槽，3団地水質測定室の実験系
　pH・最終放流水pHがセンター制御管理室において監視・記録されることとなった。
　　59年度1年間に起ったpH異常の回数を各学部ごとに表8に示す。又58年度との月別の比較を図
　6に示す。
　　59年度1年間に発生したpH異常は160回にも及んだ。これら全てのpH異常に対してはセンター
　より学部へ直ちに電話連絡するとともに文書による通知を行い，学部からの回答をいただいてい
　るが・発生原因の不明のものが多い。各部局よりの排水の責任者は部局長ということで，各部局
　での対策をされてはいるが，現在pH調整槽のような処理施設が設置されていない状態なので，発
　生源で流しに流す水の管理を徹底していただきたいと思う。
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表8　昭和59年度実験系洗浄排水のpH異常一覧表（昭和59年4月～60年3月）
　月萩ﾇ 59年S 5 6 7 8 9 10 11 12 60年P 2 3 計
教育学部 4 4 0 5 0 2 3 1 2 2 1 5 29
理学部 4 7 r8 0 4 0 2 0 0 0 0 1 26
薬学部 4 4 1 3 6 0 1 19
工学部 0 11 21 9 11 0 0 5 0 0 0 2 59
農学部 ／ 4 3 1 1 4 6 8 27
教養部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 8 22 29 14 15 10 12 8 6 12 7 17 160
件
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図6　津島地区pH槽におけるpH異常の月別遷移
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3　水　質　分　析・
　公共用水域への放流口については，水質汚濁防止法に基づき排出水の水質測定及びその結果の
　記録をしなければならない義務から，北団地，東団地，西団地の3カ所の最終放流水について，
　毎月1回21項目について水質分析を行った。その結果を表9に示す。
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表9　59牢度最終放流口排出水の水質分析結果（北団地・東団地・西団地）
生　　　　　　活　　　　　　環　　　　　　境　　　　　分析項目
ﾌ水年月日・場所
pH BOD
濠aZ
COD
高〟^z
浮遊物質
M9／君
ヘキサン
鰹o物質
M9〃
フェノー求@　類
高〟^z
　銅
高〟^z
亜　鉛
高〟V
　鉄
高〟^君
津島北団地 7．6 7．1 18 14 不検出 不検出 0．03 0．22 0．1559年
S／22津島東団地 7．5 1．4 7．8 4 〃 〃 不検出 0．16 0．13
津島北団地 7．1 1．9 8．5 7 〃 〃 0．02 0．ユ9 0．36
5／21津島東団地 6．3 9．6 9．5 9 〃 〃 0．01 1．4 0．05
津島北団地 7．4 9．1 8．6 4 〃 〃 0．03 α19 α21
6／18津島東団地 6．8 1．5 10 6 〃 〃 不検出 0．21 0．04
津島北団地 7．7 4．9 7．0 1 〃 〃 0．11 0．320．277／9 津島東団地 7．4 3．2 5．2 1以下 〃 〃 不検出 0．11 0．02
津島北団地 7．6 3．7 3．7 2 〃 〃 0．03 0．21 0．178／20津島東団地 7．4 3．0 5．1 2 〃 〃 0．01 0．23 0．01
津島北団地 7．4 2．3 4．8 1以下 〃 0．01 0．03 0．24 0．12
9／20津島東団地 7．6 2．7 74 1 〃 ：不検出 0．01 0．11 0．03
津島西団地 7．1 44 17 15 〃 0．04 0．01 0．36 0．11
津島北団地 7．4 49 14 3 〃 不検出 0．05 0．49 0．14
10／25津島東団地 6．8 3．3 6．6 1 〃 〃 不検出 0．11 0．02
津島西団地 7．4 3．4 6．4 2 〃 〃 〃 0．18 α05
津島北団地 7．5 14 a3 2 〃 〃 〃 0．10 0．26
11／20津島東団地 7．7 1．2 7．4 2 〃 〃 〃 0．09 0．01
津島西団地 7．1 28 14 3 〃 〃 0．02 0．32 0．10
津島北団地 7．6 11 9．1 6 〃 〃 0．01 0．09 0．17
12／20津島東団地 7．5 2．2 6．0 2 〃 0．04不検出 0．09 0．02
津島西団地 7．7 16 11 6 〃 不検拙 〃 0．21 0．07
津島北団地 7．7 5．2 99 4 〃 〃 0．11 0．38 0．1960年
P／22津島東団地 7．4 2．2 5．7 1以下 〃 〃 不検出 0．11 0．02
津島西団地 7．6 44 14 1 〃 〃 〃 0．34 α09
津島北団地 7．4 11 7．7 6 〃 〃 0．02 0．14 0．26
2／19津島東団地 7．0 4．0 6．1 3 〃 ノノ 不検出 0．12 0．12
津島西団地 7．5 13 14 2 〃 〃 ノノ 0．14 0．10
津島北団地 7．3 17 9．9 6 〃 〃 〃 0．09 0．14
3／13津島東団地 7．3 4．7 5．8 1 〃 〃 〃 0．08 0．02
津島西団地　　7．4 9．8 12 2 〃 〃 〃 0．12 0．04
一　68一
項　　　　　　目 健康に係る有害物質項目
マンガン
M9／君
全クロム
高〟^君
フツ素
高〟^君
大腸菌
Q　数
ﾂ／罐
全窒素
普^君
全リン
M9／君
カドミ
E　ム
高〟^Z
シアン
M9〃
　鉛
M9／君
六　価
Nロム
M9／君
ヒ　素
高〟^君
全水銀
高〟^君
0．08不検出 不検出 0 一 2．49不検出 0．05不検出 不検出 不検出 不検出
0．01 〃 〃 0 一 2．10 〃 0．01 〃 〃 〃 〃
0．11 〃 〃 13 一 0．91 〃 不検出 〃 〃 〃 〃
0．51 〃 〃 0 一 4．42 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．05 〃 〃 40 一 0．90 〃 〃 0．02 〃 〃 〃
0．07 〃 〃 0 一 4∫75 〃 0．04不検出 〃 〃 〃
0．12 〃 03 58 皿 0．84 〃 不検出 〃 〃 〃 〃
0．01 〃 ：不検出 0 『 3．08 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．08 〃 〃 75 『 0．55 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．03 〃 〃 0 一　　　3．6 〃 〃 〃 〃 〃 ノノ
0．02 〃 〃 15 11　　　0．82、 〃 〃 Zノ 〃 〃 〃
0．02 〃 〃 0 26 22 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．05 〃 〃 95 11 1．4 ノノ Zノ ！ノ 〃 〃 1ノ
0．18 〃 〃 10 12 0．91 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．14 〃 〃 0 20 2．5 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．02 〃 〃 130 32 4．4 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．13 〃 〃 10 11 0．58 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．02 〃 〃 0 21 2．6 ノノ 〃 〃 〃 〃 〃
0．01 〃 〃 4 12 1．9 〃 0．01　　〃 〃 〃 〃
0．08 〃 〃 0 9．5 1．5 〃 不検出 〃 〃 〃 〃
不検出 〃 〃 0 16 2．8 〃 〃 〃 〃 〃 〃
〃 〃 〃 38 24 2．3 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．04 〃 〃 0 17 1．4 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．01 〃 ノノ 0 19 2．9 〃 0．03 〃 〃 〃 〃
不検出 〃 〃 0 13 1．8 〃 0．02 ノノ 〃 〃 Zノ
0．09 〃 〃 0 9．2 0．81 〃 不検出 〃 〃 〃 〃
0．03 〃 〃 0 19 3．0 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．03 〃 〃 0 36 3．4 〃 〃 〃 〃 Zノ 〃
0．04 〃 〃 0 9．0 0．80 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．01 〃 〃 0 11 1．7 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．03 〃 〃 30 32 4．3 〃 〃 〃 〃 〃 〃
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昭和59年度設備保全状況
無機廃液部門
　従来の無機廃液及び有機廃液のどちらの範ちゅうにも入らない教育学部で発生する染料・絵具廃
液の処理についてセンターでは，検討を重ねてきた（センター報6号参照）。そ．して，60年2月に
染料・絵具廃液タンク2000Lを無機廃液処理施設内に設置した。これは59年度12月に現在の無機廃
液処理装置による実際の処理を行った結果，本処理プロセスの有用性が確認されたため，発生者の
教育学部と検討を行い，発生者の手によって搬入・処理を行うことが決まり，60年度からの本格的
受入のために設置されたものである。すなわち，染料・絵具廃液を発生する人が廃液を搬入し専用
タンクに貯留し，無機廃液処理施設で処理可能な量（ユOOOL程度）になった段階で，発生者自身
によって処理するというセンター及び発生者の教育学部との話し合いによって，教育学部の費用に
よって設置されたもので，タンク容量2000Lは，教育学部で一年間に発生する染料・絵具廃液量
に相当する。
　’今後センターでは，実際の処理に当って処理をする人（発生者）の指導方法等について検討を行
って行く予定であり，60年4月には第1回の染料・絵具廃液の受入が行われた。
　　有機廃液部門
　昭和59年11月に排ガスモニタリング装置のオーバーホールを行った。今回は57年4月の総合点検
以来の点検であり，老朽化の著しい部品もいくつかあったためその交換を行った。主な交換部品は，
サンプリングのための真空ポンプ，CO計及びSOx計の検出器等である。このオーバーホールの後，
順調な稼動をしている。
　次に，昭和60年3月に有機廃液処理の前に必ず行う廃液中のCl濃度測定のためのX線C1メータ
（理学電機）のオーバーホールを行った。今回のオーバーホールでは検出感度を上げるために試料
台の取替を行った。この取替で，従来の廃液をフィルム中に入れヒモで結ぶというサンプル試料で
は測定できなくなりました。測定には新しく購入した試料セルによるサンプル作製が必要となりま
す。このサンプル試料作製は比較的簡単に行えますが，昭和60年度上期の処理より使用しますので
不明な点はセンター職員に尋ねるなどしてトラブルのないようお願いします。
　また，昭和60年1月に有機廃液処理装置の燃焼炉のエアーノズルの交換を行い処理が順調に行え
るよう炉の噴霧関係のオーバーホールも行った。
一70一
洗浄・生活排水
　昭和59年8月に津島地区排水基幹整備皿期工事の完了に伴い，西団地（農・薬学部及び事務局）
の合併処理槽，水質測定室及びpH槽（農・薬学部）が完成した。
　また，昭和59年6月には北団地及び東団地のCOD計のメーカーによるオーバーホールを行った。
西団地水室測定室
薬学部・農学部pH槽擁醗、
璽騰． ?…??
??
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